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螢光強度測定による客観的な腸管

Viabilityの 判定について

佐々木勝海  重 松  宏   大 橋 重 信 森岡 恭 彦

虚血腸管の Viabilityの判定は,直 接にその治療方

針および予後と関連して重要であるが,肉 眼的判定は

困難である場合が少なくない。われわれは血流により

運搬されるFluorescein―Naが 発する螢光に注目し,

その螢光強度を測定することにより,虚 血腸管の

Viabilityの判定を行 うことの有用性について検討し

たので報告する.

対象と方法

雑種成犬を Nembutal麻 酔下に開腹し,回 腸末端部

約40cmを 用い,一 本の回腸動脈のみで栄養される

Thiry一Vella loop型の虚血腸管モデルを作成した。モ

デル作成前後において水素ガスクリアランス法を用い

8ケ 所の部位で虚血腸管の局所組織血流量を測定し

た.続 いて末梢静脈より10mg/kgの Fluorescein―Na

を急速静注し,紫 外光線照射によって発する腸管壁螢

光を 1分後より観察し,発 光形式の違いにより虚血腸

管を三型に分類した。また腸管壁の螢光強度をわれわ

れの開発した螢光強度測定器で測定し,正 常腸管壁の

賛光強度との比 (Fluorescent lndex,F.I.)を算出し,

各部位の Viabilityの半」定について検討した。

結  果

虚血腸管は発光形式によりI型 ;均一に螢光を発す

る部分,II a i不均一ではあるが螢光発光部分の多い

のもの,IItt b;不 均一であり蜜光発光部分の少ない

もの,III型 ;螢光のみられない部分,に 分類された。

各型における組織血流量は I型 ;0.54m1/min/g,II

型 ;0.26m1/min/g,III型,0.04m1/min/gであり,そ

デル作成前値との血流下降率はそれぞれ62%,82%,

97%で あった。組織学的に各型の虚血腸管の予後をみ

ると,I型 はViabilityの存在する部分,II型は一部の

例で壊死穿孔に進展する部分,III型は全例壊死穿孔に

進展する部分であった。螢光強度測定では I型 ;81.6,

IItt a;54.2,IItt b;30.0,III型,9.0と血流量に対

応する傾向がみられた。また FI.値はそれぞれ0.88,

0.67,037,0.11で あった。FI.値を基準にして行った

慢性吻合実験では,F.I.値が0.5以上を示した腸管と正
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常部 との吻合では,縫 合不全421はなかった!

考  察

Fluorescein Naは分子量約376を有す る低 分子 の

水溶性物質であ り,容 易に血管外へ漏出し,約 360mn

の紫外光で励起 され,520nmに 中心を持つ螢光を発す

る。虚血腸管の肉眼的螢光観察法では,発 光の違いは

粘膜面 と装膜面では大 きな差はなく,装 膜面での発光

形式により分類された各腸管の間で,組 織血流量に差

がみられた。螢光強度預J定でもそれに対応する値が得

られ,慢 性実験において,肉 眼的奨膜螢光観察法でII

aの 部分までに,螢 光強度測定法では F.I.値0.5を示す

腸管までに Viabilityの存在することが明らか となっ

た。本法は簡便で短時間に判定可能であ り,臨 床的に

も有用な方法 と考えられた。
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